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DOIに対する質問
利用者側の機能やデータ提供者側の手続きにおいて、
JaLC直接のDOIとDataCiteのDOIとの違いは何ですか。

DOI機能について：
DOIからランディングページにリダイレクトされる機能はJaLC自身のDOI、DataCite DOIに違いはありません。DataCiteはさまざまな
国のデータセンター、データベースを会員や連携先にもつためDOIの流通先が多くなります。JaLCは日本語メタデータの取り扱いに
優れています。
また、DataCiteのDOIもJaLCが仲介することで個別にDataCite会員にならなくてもDataCiteを利用できる、JaLCサービスにもデータ
が登録され流通するといったメリットがあります。

手続きについて：
DataCite DOIを登録するコンテンツは海外にも流通するので、英語のメタデータを登録してください。

会員資格等

JaLCの会員と準会員の違いや会員になるメリットは何で
すか。
また、研究所単位で登録するのと、部門単位で登録する
のとどちらがよいでしょうか。

会員はJaLCへのデータ登録及びJaLCへログインしてのデータ検索が可能です。また年会費が発生します。準会員はJaLCへの
データの登録、データの検索は全て所属する会員を通して実施することになります。JaLCの年会費は発生しません。

研究所単位で会員になることも部門単位で会員になることもできます。どちらがよいかについては管理が継続できることを前提とし
て個人研究者ではなく組織とし、管理のしやすい単位としてください。

ジャパンリンクセンターのサイトに『ジャパンリンクセンター入会の手引き』を掲載しているのでそちらもご参照ください。
(https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_handbook.pdf）

〃 JaLC会員になるための資格を教えてください。

JaLCの会員になるためには、以下を満たすことが条件となります。
　・ 日本国内の法人又は団体であること
　・ JaLC の目的及び事業を理解し賛同すること
　・ 原則として、次のいずれかに該当すること
　　　　①コンテンツを発行又は提供していること
　　　　②コンテンツに関する何らかの電子サービスを行っていること

ジャパンリンクセンターのサイトに『ジャパンリンクセンター入会の手引き』を掲載しているのでそちらもご参照ください。
(https://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_handbook.pdf）

〃

研究データへのＤＯＩ登録実験プロジェクト参加にあた
り、発生する義務はどのようなものがありますか。
また、プロジェクト参加に掛かる費用の予算配分はどう
なっていますか。

研究データへのDOI登録実験プロジェクトの参加要件は以下の通りです。
　・以下の①および②を満たすものとする。
　　　　① 研究データに対するDOI登録を希望し、本プロジェクトの検討に積極的に参加　していただける機関
　　　　② ジャパンリンクセンター参加規約第3条1項にあげるJaLC会員資格を満たす機関
（プロジェクト実施期間中にJaLC会員となる必要はないがプロジェクト終了後は会員となっていただくことを前提とする。ここでいう
JaLC会員とは正会員または準会員を指す。）

また、費用については以下の通りです。
　・ 本プロジェクトに係る活動で参加機関側に発生する費用は参加機関の負担とする。
　・ JaLC非会員が本プロジェクトに参加する場合、JaLC年会費等の会費の負担はない。
　・ JaLC会員が本プロジェクトに参加する場合、本プロジェクトに係る活動に由来する研究データへのDOI登録件数は、JaLC年会
費算出の根拠から除外とする。

技術的な質問、要望
同一データで形式がExcelやcsv、pdf、xml等と違うもの
があった場合、どのように区別するのですか？

JaLC、DataCiteどちらもフォーマット（format）という項目に形式を記入することで区別します。

〃 メタデータ項目に自由に記載できる”Note"が必要です。 メタデータ項目にある「Description」をお使いください。

〃
同一のデータに対して日英両方のVersionのランディン
グページを用意したい場合、DOIのつけ方はどうなりま
すか。

複数のランディングページへは対応していません。DOIの仕様の拡張で実現できるかもしれませんので、今後、検討します。

〃
CrossRefのDOIレゾリューション数について、ここ数年あ
まり増えていないというのはどういう意味ですか。

CrossRefのDOIレゾリューション数も増加傾向ですが、さらなる増加が課題と考えています。


